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１．道路舗装管理の現状と最近の動き 

社会資本整備審議会道路分科会建議「道路の老朽

化対策の本格実施に関する提言」（2014年4月）にお

いては、「舗装、照明柱等構造が比較的単純なもの

は、経年的な劣化に基づき適切な更新年数を設定し、

点検・更新することを検討」とされた。 

これに伴い舗装の維持管理においては、舗装の「更

新年数」を意識した長寿命化に向けた維持管理によ

り、長期的なコスト縮減を図ることが求められてい

る。 

国総研では、これを実現するための「点検・診断・

措置・記録」のメンテナンスサイクル導入に向けた

維持管理手法について検討するとともに、耐久性の

高いコンクリート舗装の適用性など、舗装の長寿命

化に向けた調査研究を進めている。 

２．アスファルト舗装の長寿命化に向けた取り組み  

アスファルト舗装については、劣化速度にばらつ

きが多く、補修を行っても早期に劣化が進行する早

期劣化区間（写真－1）がある。舗装の平均的な更新

年数を延ばし、コスト削減を図るためには、こうし

た早期劣化区間の解消が必要である。 

このため早期劣化区間の特徴、劣化原因等を明ら

かにするため、路面性状調査データ等の分析及び現

道における構造調査（たわみ量測定、コア採取・分

析、写真－2）等を行っている。 

３．コンクリート舗装の活用に向けた取り組み 

コンクリート舗装は、耐久性が高い反面、破損し

た場合の補修が困難、路面下の占用工事等の掘り返

しが困難、騒音等の問題があることから、国内にお

ける採用割合が低くなっており、コンクリート舗装

の採用が適する条件の抽出とともに、適切な維持管

理手法の把握が求められている。このため、コンク

リート舗装の適用性の検討に加え、長期にわたり健

全に使用するための点検・診断方法及び補修工法の

適切な選定方法等について検討を行っている。 

 
(a)亀裂・段差 

 
(b)バーステッチ工法 

写真－3 コンクリート舗装の損傷例・補修事例 

４．今後の取り組み 

アスファルト舗装については、早期劣化区間の特

徴、劣化原因等を整理するとともに、これらに対応

した適切な診断や措置の方法について検討する。 

また、コンクリート舗装については、現場におけ

る維持管理のため技術資料をとりまとめる予定であ

る。 

☞詳細情報はこちら 

1) 国総研資料 No.747：コンクリート舗装の変状に関す

る技術資料, 2013年7月 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn0747.htm 

 
(a)たわみ量測定 

 
(b)コア採取・分析 

写真－2 アスファルト舗装の構造調査 

 
(a)補修後約5年で破損 

 
(b)補修後約9年で破損 

写真－1 アスファルト舗装の早期劣化区間の例 
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１．研究の背景および目的 

建築物の長寿命化を目的とした補修・改修におい

ては、その主たる対象は外皮である外壁および屋根

防水である。これらの補修・改修部分の耐用年数は、

経験値としての蓄積はあるものの、現状で耐用年数

や耐久性の考え方は整備されていない。新築時の外

壁、屋根防水工法の耐用年数予測手法は1980年代に

確立されている。しかしながら、補修・改修におい

ては既存部分の状態が不確定要素となるため、補

修・改修後の外壁・防水の耐用年数の予測手法は確

立されていない。 

本研究では、総合技術開発プロジェクト「地域安

心居住機能の戦略的ストックマネジメント技術の開

発」の一環として、公的賃貸住宅を対象とし、鉄筋

コンクリート造住宅の外壁・躯体および屋根防水の

補修・改修部分の耐久性予測手法の開発を行う。そ

の経過を報告する。 

２．公的賃貸住宅における改修外壁・防水層の劣化

状態調査 

 改修外壁および改修防水層の耐久性を推定する技

術資料を得るため、公的賃貸住宅等の既存建築物を

対象に、補修・改修歴のある外壁および屋根防水層

の劣化状態について調査を行った。調査においては、

不具合箇所および状況の記録に加え、外壁の塗り仕

上げ、目地シーリング、防水層について、既往の研

究1)で提案された劣化現象ごとの劣化程度の判断基

準により劣化状態を記録した。表に外壁塗り仕上げ

の調査結果の一例を示す。劣化現象毎に、0（劣化無

し）～5（劣化度大）の数値および線の長さで表して

いる。図は同一住宅の外壁塗り仕上げの劣化状況お

よび試験状況の例である。 

以上のように、公営住宅の改修後の外壁及び防水

層の劣化について、維持管理の状況とともに実態を

把握するデータの蓄積を行っている。 

３．今後の展望 

改修外壁・防水層の劣化実態調査をさらに実施し

データを蓄積すると共に、施工者、設計者、材料製

造者等への補修・改修部分の耐久性に関する意識調

査を行い、これらの技術資料を基に耐久性の予測手

法を検討する。さらに、公的賃貸住宅の合理的・効

率的な改修・修繕計画手法の検討・提案を行う。 
1) 独）建築研究所、建築物の長期使用に対応した外装・防

水の品質確保ならびに維持保全手法の開発に関する研究、

建築研究資料№145、2013.8 

 

表 外壁塗り仕上げの劣化調査結果例 

 劣化現象 

方位 割れ はがれ 汚れ 白亜化 ｸﾛｽｶｯﾄ試験 

北 3 2 3 4 5 

東 4 0 2 4 2 

南 4 0 1 5 5 

西 4 1 3 5 5 

<物件概要> 所在地：関東地方 構造：鉄筋コンクリート造４階建 

経過年数：築約40年、外壁改修後約20年 

外壁仕上げの仕様：薄塗り仕上げ、主材薄塗り及び上塗り材により改修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 外壁塗り仕上げの劣化および試験状況例 
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